
 

 

 

 

 

○期 日：  令和３年７月１９日（月） 

○時 間：  ９時４５分～１０時２０分  校舎見学及び授業参観 

１０時３０分～１１時３５分   会議 

○場 所：  会議室 

○出席者： 学校評議員４名 A 委員（教育関係者） 

              B 委員（地域関係者） 

              C 委員（生徒保護者） 

              D 委員（地域企業関係者） 

      学校関係者８名 校長、副校長２名、事務長、学部主事３名 

 欠席者： 学校評議員２名 E 委員（社会福祉関係者） 

              F 委員（町内会関係者） 

       学校関係者１名 寮務主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

第 1 回 学校評議員会 記録 

＜会議次第＞ 

1 開 会 

2 校長挨拶 

3 出席者自己紹介 

4 報 告 

(１)令和３年度 学校概要について  

 (２)令和３年度 学校経営計画について 

  (３)令和３年度 学部・寄宿舎の取組について 

  (４)その他 

5 提 言（意見・要望・感想等） 

6 連 絡 

   ・第 2回の学校評議員会予定について（１／２１(金)） 

7 閉 会 

 



＜報告＞ 

（１）令和３年度 学校概要について・・・副校長より学校要覧を基に説明 

（２）令和３年度 学校経営計画について・・・校長より資料を基に説明 

（３）令和３年度 学部・寄宿舎の取組について・・・各学部主事より資料を基に説明 

（４）その他 

 

＜提言（意見・要望・感想等）＞ 

A 評議員 

・（寄宿舎見学から）整理整頓されている。日常生活を身につけさせることが徹底されて

いる。一丸になっている様子が伝わった。教員が同じ方向をみて進んでいくこと、その

意識が大切だと思う。 

・侍浜中学校交流では３年生の生徒から「楽しかった」という感想が寄せられた。交流の

機会、支援の機会（楽しませようという工夫など）を得ている。今後もこのような交流

が続くと同時に、増えていけばよいと思う。 

・スクール GIGA 構想について、タブレットの使い方や生徒への活用のさせ方など、どの

ように取り組んでいるのか、教員のリテラシーや意欲等もまだこれからなので、参考に

したい。 

（久慈拓陽） 

・本校では Ipad を使用している。 

・小学部であれば、アプリを活用し校地内散策での自然撮影、撮った写真の記録化や筆記

が難しい子の書字に活用している。 

・中学部では作業製品販売会時のお金の計算、ユーチューブも活用しての動画編集などに

活用している。 

・高等部では技能認定会準備で他校とリモートでつないでの学習をしたり、企業について

の調べ学習、手順表を動画にして確認する（拡大機能、戻る機能など）等に活用してい

る。 

・本校生徒は視覚優位の特性があるので、「見て確認できる」ものは有効であると認識し

ている。 

 

B 評議員 

・（寄宿舎見学から）コロナ禍ではあるが、対策がされている。 

・調理班は大人になり、生活につながるのでよいと思った。 

・侍浜町振興協議会との共催事業「花いっぱい運動」で苗をたくさん購入させていただい

た。花を植えた向町の交差点にある花壇のスギナが大きくなり、花が見えなくなってき

ているので、何とかしたい。 

・作業製品について、土風館や YONUNOSU で展示することが可能と伺っている。あいだを

とりもつことができるので、声をかけていただきたい。 

 

 

 



C 評議員 

・高等部３学年の保護者。 

・子どものことでいえば、以前はできなかったこと（茶碗荒いや洗濯、挨拶）もできるよ

うになってきた。ニュースの話もするようになった。ネットでの調べも早くなったりし

ている。楽しそうに生活している様子で、親として嬉しく思っている。 

・卒業後の進路に向けて、引き続きよろしくお願いしたい。 

 

D 評議員 

・企業と学校との連携という視点で見ている。 

・地元の田屋町ではみこしでのつながりがあることを承知している。 

・「情報端末を活用して、企業とつながる」などを提案したい。例えば、企業さんが学校

に教えている、アプリを安価で１週間程度で作ってくれる、などがある。様々な活用方

法を企業さんと連携してみてはどうだろうか。 

・「久慈市とつながる」も考えられる。新たに「道の駅」もできるという情報もある。い

ろいろなところとのつながりが、学びを広げることになる。毎日のように企業が起きて

いるので、新しいつながりを作ってほしい。 

 


